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文
久
二
一
年
の
張
紙
等
に

み
る
尊
擦
派
の
動
向

ー
『
文
久
三
亥
雑
記
』

(
松
平
文
庫
)
よ
り
!

上

は
じ
め
に

文
久
三
年
(
一
八
六
三
)
は
、
幕
末
史
の
な
か

で
も
、
と
く
に
政
治
社
会
面
で
激
動
の
は
な
は
だ

し
い
時
期
で
あ
っ
た
。
政
局
の
中
心
が
京
都
に
移

っ
た
感
を
呈
し
、
長
州
藩
を
背
景
と
す
る
尊
王
擦

夷
派
の
勢
力
が
猛
威
を
振
っ
た
の
で
あ
る
。

す
で
に
越
前
藩
の
松
平
春
獄
が
幕
閣
の
政
事
総

裁
職
を
担
っ
て
い
た
文
久
二
年
秋
か
ら
三
年
に
か

け
て
、
こ
れ
ら
尊
援
派
の
激
徒
に
よ
る
「
天
詠
」

上
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と
と
も
に
、
張
紙
・
敏
文
・
立
札
な
ど
に
よ
る
脅

迫
的
言
動
が
横
行
し
た
。
「
天
訴
」
と
は
天
に
代

わ
っ
て
罪
あ
る
も
の
を
制
裁
す
る
と
い
う
意
味
だ

が
、
そ
の
や
り
方
は
、
残
虐
な
テ
ロ
行
為
に
よ
る

場
合
が
多
か
っ
た
。
そ
し
て
文
久
三
年
三
月
春
獄

が
政
事
総
裁
職
務
}
辞
任
し
て
離
京
す
る
と
d

ま
す

ま
す
陰
惨
な
「
天
訣
」
の
あ
ら
し
が
京
の
巷
に
吹

き
ま
く
っ
た
の
で
あ
る
。

夫

と
こ
ろ
が
薩
摩
・
会
津
両
藩
の
公
武
合
体
派
勢

力
の
反
撃
に
よ
る
「
八
月
十
八
日
の
政
変
」
の
軍

事
ク
ー
デ
タ
ー
に
よ
り
情
勢
が
一
変
し
、
尊
援
派

勢
力
が
に
わ
か
に
京
都
か
ら
退
潮
す
る
こ
と
に
な

る
。
ま
た
一
方
に
お
い
て
イ
ギ
リ
ス
の
償
金
要
求

(
二
月
)
、
五
月
の
下
関
外
船
砲
撃
事
件
、
七
月

の
薩
英
戦
争
な
ど
の
め
ま
ぐ
る
し
い
緊
迫
し
た
対

外
関
係
を
み
る
乙
と
が
で
き
る
。

そ
乙
で
福
井
県
立
図
書
館
が
所
蔵
す
る
松
平
文

庫
の
な
か
の
『
文
久
三
亥
雑
記
』
(
以
下
『
文
久

雑
記
』
と
略
記
す
る
)
は
、
文
久
三
年
の
様
々
な
政

治
社
会
情
勢
を
越
前
藩
の
立
場
か
ら
丹
念
に
記
録

し
た
風
説
書
で
あ
る
。
そ
の
な
か
だ
は
同
年
五
月

か
ら
七
月
に
か
け
て
強
力
に
推
し
進
め
た
同
藩
の

「
挙
藩
上
洛
計
画
」
に
直
接
か
か
わ
る
貴
重
な
記

文
久
三
年
の
張
紙
等
に
み
る
尊
援
派
の
動
向

録
の
ほ
か
に
、
幕
政
お
よ
び
対
外
関
係
に
つ
い
て

の
令
達
・
報
告
や
諸
情
報
、
そ
れ
に
京
都
・
江
戸

に
お
け
る
尊
嬢
派
の
動
向
や
そ
れ
に
関
連
す
る
張

紙
・
椴
文
な
ど
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
筆
録
し

た
人
物
は
明
記
さ
れ
な
い
が
、
い
ろ
い
ろ
な
筆
跡

か
ら
み
て
、
数
名
に
よ
る
情
報
、
記
録
を
集
め
て

一
冊
本
に
騒
り
合
わ
せ
た
も
の
と
み
て
よ
同
。

本
稿
で
は
、
『
文
久
雑
記
』
が
収
め
る
張
紙
等

の
記
録
に
視
点
を
す
え
て
、
当
時
の
尊
援
派
の
動

向
を
検
討
し
、
そ
の
歴
史
的
意
義
の
一
端
を
う
か

が
い
た
い
。

註

①
春
獄
は
、
文
久
コ
一
年
三
月
九
日
政
事
総
裁
職
の

辞
表
を
提
出
し
、
そ
の
後
十
八
日
に
は
重
臣
本
多

飛
騨
・
岡
部
豊
後
を
二
条
城
に
派
遣
し
て
慶
喜
に

対
し
て
重
ね
て
辞
職
聴
容
を
請
切
っ
た
が
認
め
ら
れ

ず
、
二
十
一
日
無
断
で
離
京
し
二
十
五
日
帰
落
し

た。
②
巻
末
に
「
河
合
蔵
」
と
し
る
さ
れ
て
い
る
。

『
慶
永
公
御
代
給
帳
』
(
松
平
文
庫
)
に
よ
る

と
、
河
合
姓
は
五
名
ほ
ど
あ
げ
ら
れ
る
が
、
お
そ

ら
く
藩
主
の
側
近
筋
の
も
の
に
よ
っ
て
所
蔵
さ
れ

た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
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上

文
久
三
年
の
張
紙
等
に
み
る
尊
援
派
の
動
向
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二
文
久
三
年
前
期
の
政
治
情
勢

文
久
三
年
三
月
四
日
、
将
軍
家
茂
は
老
中
水
野

忠
精
・
同
板
倉
勝
静
以
下
を
と
も
な
い
、
総
勢
三

千
の
兵
を
率
い
て
入
京
し
た
が
、
乙
れ
は
三
代
将

軍
家
光
が
上
洛
以
後
、
途
絶
え
て
久
し
い
約
二
百

年
ぶ
り
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
と
れ
に
先

立
っ
て
将
軍
後
見
職
一
橋
慶
喜
、
老
中
格
小
笠
原

長
行
、
前
土
佐
藩
主
山
内
豊
信
、
松
平
春
獄
ら
が

入
京
し
て
お
り
、
京
都
守
護
職
・
京
都
所
司
代
な

ど
と
と
も
に
、
さ
ら
に
一
つ
の
幕
府
「
京
都
幕

府
」
が
成
立
し
た
格
好
と
な
っ
た
。

一
方
前
年
の
文
久
二
年
か
ら
長
州
藩
を
中
心
に

、
諸
藩
諸
国
の
尊
援
志
士
が
上
京
し
、
京
の
巷
は

世
情
騒
然
た
る
様
相
を
か
も
し
出
し
た
。
乙
の
さ

い
長
州
藩
で
は
藩
主
毛
利
慶
親
・
綱
子
定
広
が
入

洛
し
、
尊
援
急
進
派
の
公
卿
三
条
実
美
ら
と
と
も

に
「
破
約
援
夷
」
を
真
剣
に
画
策
し
て
い
た
。
ま

た
薩
摩
藩
で
は
島
津
久
光
を
先
頭
に
、
公
武
合
体

の
政
治
路
線
を
め
ざ
し
て
、
異
例
の
千
人
余
の
軍

兵
を
率
い
て
上
京
し
、
朝
廷
に
対
し
て
国
事
周
旋

に
乗
り
出
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
雄
藩
諸
大
名

が
集
っ
た
京
都
で
は
、
尊
援
派
と
公
武
合
体
派
の

対
立
が
日
増
に
激
化
し
、
両
勢
力
の
抗
争
の
う
ず

が
広
が
っ
て
い
っ
た
が
、
こ
う
し
た
緊
迫
し
た
情

勢
の
な
か
で
、
尊
援
激
派
の
と
っ
た
強
硬
手
段
が

「
天
株
」
に
よ
る
テ
ロ
リ
ズ
ム
で
あ
っ
た
。

正
月
に
は
儒
者
池
内
大
学
・
公
卿
千
種
家
の
家

臣
賀
川
肇
、
つ
づ
い
て
千
種
家
に
出
入
し
た
百
姓

惣
助
が
暴
殺
さ
れ
、
さ
ら
に
将
軍
家
茂
の
入
京
を

真
近
に
ひ
か
え
た
二
月
二
十
二
日
夜
、
尊
援
派
の

一
団
が
洛
西
の
等
持
院
に
侵
入
し
足
利
尊
氏
・
同

義
詮
・
同
義
満
将
軍
三
代
の
木
像
の
首
と
位
牌
を

盗
み
出
し
て
、
乙
れ
を
賀
茂
川
原
に
さ
ら
し
た
の

で
あ
る
。
そ
し
て
罪
状
を
三
条
大
橋
の
立
札
に
し

る
し
た
が
、
そ
の
内
等
ケ
}
「
丈
久
雑
記
』
は
次
の

よ
う
に
伝
え
て
い
る
。

此
者
共
の
悪
逆
ハ
己
ニ
先
哲
の
所
弁
駁
ニ
て
、

寓
人
ノ
能
所
知
に
し
て
、
今
更
申
ニ
不
及
と
雄

ト
モ
、
此
影
像
と
も
を
令
斬
裁
ニ
付
て
ハ
、
賛

言
な
か
ら
明
か
其
罪
状
示
へ
し
。
抑
大
皇
国
の

道
た
る
や
、
忠
義
の
二
字
を
以
て
其
大
本
と
し

て
神
代
以
来
の
御
風
習
な
る
を
賊
魁
鎌
倉
頼
朝

世
ニ
出
、
奉
悩
朝
廷
、
不
臣
の
子
始
を
い
た
し

尋
て
北
条
足
利
ニ
至
り
其
罪
悪
実
不
可
容
天

地
、
神
人
共
ニ
所
訴
也
。
難
然
、
当
時
天
下
錯

乱
、
名
分
紛
擾
の
世
、
朝
廷
御
微
力
に
し
て
其

罪
を
札
玉
ウ
事
不
能
。
遺
憾
量
可
不
悲
泣
也
。

今
彼
等
ガ
遺
物
ヲ
見
ニ
至
テ
モ
、
真
ニ
奮
激
ニ

不
堪
。
我
々
不
敏
な
り
と
い
へ
共
、
五
口
五
百
年

の
昔
ニ
山
山
タ
ラ
ン
ニ
ハ
生
首
引
抜
者
ヲ
ト
、
握

拳
切
歯
し
、
片
時
も
止
事
不
能
。
今
や
蔦
事
復

士
口
、
旧
弊
一
新
の
時
運
、
追
々
不
臣
の
奴
原
の

罪
科
ヲ
正
ス
ヘ
キ
ノ
機
舎
な
る
故
、
吾
々
申
合

セ
先
其
巨
賊
の
大
罪
を
罰
し
、
大
義
名
併
を
明

足利氏将軍3代の木像泉首事件

( W文久3亥雑記』所収)
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サ
ン
カ
為
、
昨
夜
等
持
院
ニ
有
る
所
の
尊
氏
始

子
孫
奴
原
等
の
影
像
を
取
出
し
、
其
首
刻
、
是

を
果
首
シ
、
柳
散
旧
来
の
積
慣
者
也
。

年

号

大
将
軍
織
田
公
ニ
至
リ
右
の
賊
統
断
滅
す
。
位
一

カ
愉
快
と
い
ふ
へ
し
。
然
ル
ニ
夫
よ
り
以
来
今

世
ニ
至
リ
、
此
好
賊
ニ
猶
超
過
し
、
其
黛
許
多

に
し
て
、
其
罪
悪
足
利
等
の
右
に
出
。
夫
等
の

輩
真
ニ
旧
悪
を
悔
ミ
忠
節
を
披
て
鎌
倉
以
来
の

旧
弊
を
掃
除
し
、
朝
廷
を
輔
佐
し
て
古
昔
ニ
復

し
積
罪
を
賠
ふ
の
庭
置
な
く
ん
ハ
、
天
下
の
有

志
追
々
大
挙
し
て
可
札
其
罪
科
者
也
。
〔
傍
点

は
筆
者
に
よ
る
。
以
下
同
じ
〕

3 

こ
の
事
件
は
明
ら
か
に
、
足
利
将
軍
に
な
ぞ
ら

え
て
、
徳
川
将
軍
を
糾
弾
す
る
も
の
で
あ
り
、
さ

•••• 

ら
に
は
堂
々
と
名
分
論
に
よ
る
尊
王
反
幕
の
変
革

路
線
を
め
ざ
す
だ
け
に
、
幕
府
側
は
も
ち
ろ
ん
公

武
合
体
派
の
心
胆
を
寒
か
ら
し
め
た
と
と
は
言
う

ま
で
も
な
い
。
そ
の
た
め
京
都
守
護
職
は
じ
め
治

安
当
局
は
犯
人
の
摘
発
に
躍
起
と
な
り
、
つ
い
に

二
月
二
十
六
日
夜
召
捕
え
た
が
、
『
文
久
雑
記
』

に
は
建
部
建
一
郎
、
三
輪
田
綱
一
郎
ら
計
十
二
名

上

文
久
三
年
の
張
紙
等
に
み
る
尊
擾
派
の
動
向

噌

文

を

提

出

せ

ざ

る

を

得

な

か

っ

た

。

を
列
挙
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
家
茂
が
入
洛
し
た
翌
五
日
、
一
橋
慶
こ
う
し
て
五
月
二
十
四
日
に
な
っ
て
、
ょ
う
や

喜
が
家
茂
の
名
代
と
し
て
宮
中
に
参
内
し
「
征
夷
く
将
軍
の
江
一
F
帰
府
が
許
さ
れ
、
家
茂
が
離
京
し

将
軍
の
儀
、
惣
て
此
迄
通
り
御
委
任
遊
さ
れ
候
。
た
の
は
六
月
九
日
で
あ
っ
た
。
ま
さ
し
く
将
軍
の

援
夷
の
儀
、
精
々
忠
節
を
尽
す
べ
き
事
」
と
い
う
上
洛
中
は
、
幕
府
ゃ
、
公
武
合
体
派
側
に
と
り
次

政
務
委
任
の
勅
命
を
受
け
、
一
応
将
軍
と
し
て
の
々
と
徹
底
し
た
苦
難
を
な
め
さ
せ
ら
れ
た
。
そ
の

面
白
を
保
っ
た
か
に
み
え
た
が
、
七
日
震
が
参
後
公
武
合
体
一
部
猛
反
撃
が
効
を
奏
す
る
「
八
月

内
し
た
さ
い
に
は
、
た
だ
し
天
皇
は
「
事
柄
に
十
八
日
の
政
変
」
に
至
る
ま
で
、
尊
援
派
の
勢
力

寄
、
査
に
諸
藩
へ
御
沙
汰
有
ら
せ
ら
れ
候
」
の
一
が
長
州
藩
を
後
ろ
だ
て
に
し
て
極
盛
期
を
迎
え
る

条
が
加
わ
り
、
事
重
大
な
場
合
は
幕
府
を
差
し
置
乙
と
に
な
る
。

い
て
直
接
諸
藩
に
指
令
す
る
旨
を
明
ら
か
に
し
『
文
久
雑
記
』
は
、
当
時
の
国
内
外
の
政
治
情

た
。
乙
れ
は
尊
援
派
公
卿
の
裏
面
工
作
に
よ
る
と
勢
に
関
す
る
重
要
な
諸
情
報
を
収
録
す
る
が
、
そ

み
ら
れ
る
が
、
幕
府
側
に
と
っ
て
は
全
く
手
厳
し
の
主
な
事
項
に
つ
き
次
に
列
挙
し
た
い
。

い
仕
打
ち
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
家
茂
の
上
洛
に
よ
ま
ず
圏
内
情
勢
に
つ
い
て
は
、
尾
張
殿
(
尾
張

っ
て
も
幕
府
の
勢
力
ば
ん
回
が
な
ら
な
い
ど
こ
ろ
前
大
納
言
慶
勝
)
に
対
す
る
将
軍
滞
京
の
尽
力
要

か
、
ま
す
ま
す
窮
地
に
追
い
込
ま
れ
る
乙
と
に
な
請
、
禁
閥
警
衛
の
御
親
兵
編
成
(
十
万
石
以
上
の

る

。

大

名

に

対

し

、

一

万

石

当

り

一

名

の

兵

を

差

し

出

そ
れ
を
さ
ら
に
決
定
的
に
し
た
の
が
、
尊
援
派
す
乙
と
)
〔
四
月
〕
、
英
国
軍
艦
渡
来
の
情
勢
下
に

の
一
大
デ
モ
ン
ス
ト
ル

l
シ
ョ
ン
で
あ
る
三
月
十
お
け
る
市
内
の
治
安
態
勢
の
強
化
〔
四
月
四
日
〕
、

一
日
の
賀
茂
神
社
行
幸
と
四
月
十
一
日
の
石
清
水
尊
擦
激
派
浪
人
の
取
締
り
検
挙
・
乙
れ
ら
浪
士
取

神
社
行
幸
で
あ
っ
た
。

ζ

の
天
皇
の
嬢
夷
祈
願
の
締
り
の
た
め
の
新
徴
組
取
扱
い
〔
四
月
十
四
日
〕
、

威
力
と
尊
援
派
の
圧
力
の
前
に
、
幕
府
は
つ
い
に
江
戸
市
中
の
治
安
維
持
の
た
め
松
平
豊
前
守
へ

屈
し
て
、
五
月
十
日
を
以
て
の
擾
夷
決
行
の
奏
答
の
指
令
書
〔
四
月
二
十
一
日
〕
、
幕
府
首
脳
人
事

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）



【文久三年・強紙等一覧表】(註・『文久三亥雑記』より作製)

-X
~111

崎
-
Q
陣
頭
割
1
Þ
!:bもI'(ðj酢

機
時
三
Q
鵡
-
&

1
4
 

1
 3
 

1
 2
 

1
 1
 

1
 0
 

9
 

8
 

7
 

6
 

5
 

4
 

3
 

2
 

1
 

史
番
号料

信
を

不
仲
-
下す

諸物価
諸の太郎毅せ

り
わ

れ
和

軍将
放つ

許をす
高寺台

の武離閲
吏幕

重量
重聖話

分な
寧将

つに十-四月-示「衆l
_

 不
さ
義報

好内
よ

「

足利草像木烏

害う
幕吏

下
当

-
が

た
の

;認
届至のり絵

わがをし、有志国目

り
口

張
す

利
買

(
人
ほ
ん
交
国

い
上

は
ζ

・
し、

夷外
)
 
上の

o
 1乙

雄
益

入商
報義士国

下引
然
断
天朝

は
の

はと
吏幕

て
通内

紙
士

を
不届

イ好曽
日/句、

よ
貧
ど

げ
夷征の

を尊び
不届至

の

重E
諒毅せを

(
 

覚」
し

等
り

る
も

を
至

共
掃部頭

、

度謹
唐語

へ
ょ

せ
極

似
勅事奉

首事件
誠x

 
の

)
り

ね

撃尽御
議御

lと
朝敵

貧
で

ん与
罪i
 

市中
天ば

話火
の

の
)
の
は
た

のはる市を中
の

題
主

lと
は
素

上
忠士犬馬老中

が
土

さ
霊

屋問
誌を

を
宿寄

不
届
公り

洛
十不

行
幸
)り

を
名

さ
ー

lま
同

井
江

戸板
3了際目1

旅箆一町也戸神江

赤
江
j干

橋
具
旦正p
 

御旅
京都

敷扉門
彦根町

京都
訴

且
貯E蓄書

示都
広小路戸両江

日
戸江

fif 
戸

市橋羽良
戸

本橋
?
 

所
条四

屋
河原

国

I
 六

四
十

I
 

八
七

日
五

日
五

日
五

朝日
十七四月

月四
十四月

十九
月

十
月

時
日
月

月
月

月
月

夜
月十

?
 

一境語朝毒霊事十一
ムJ
、、、

尊援激

十七
日

日
日

日

京
弓
救援事一

派
尊接救

尊激接
派

穏尊擦健
尊霊

尊擦激
尊嬢激

尊援激
派
尊望

尊激擦
言激接

f
 

の
尊

穏健嬢
類
型
援派

民
民

民
派

派
派

派
派

派
派

派

警告改めかえ今夜

糾開す。泊壌炭・.事糸にと〈局

警
血
若
婦
伐
さ
がわ

文
七

張
火lζ

 七月
書付称とし首築・

す
D口わせて志市し滞ZれすばりR、大胆洛すのは石

加が天まをえたま逆艇実父懇は
、

致
す
人町

。
。

。
。

を
つ

紙
る。浜運横五九月府幕は

歳八
首票

時iとがなれ愛りば内子劉予将すがる、洛将上2中であE
弾す栗塗小

議夫の図あり
0言氏名すの明J0逮捕れる人たきE

 
事高飛開i

 
首言・

備
す。
な
る
よ

す
児

せ
大兵

し
の

の
よ

二
Jて・

け
が
り

子
る

る
事
項

う

銭失すり。
十割七日

上
家

き乙と姓百ど

の
(

言毅せま
後守等

れ
、
五

は
前

を
木を里真

上
日
イ

首
三

ば
五
日

薪
・

難
lと

五
所
十
ギ

二
七

悟せ覚過ぎ日差間は
等の服 呉

を避
速

海
業

太
で
ー
リ

を訴う。御守街もも

てコ

んすと夷外将軍iとあり
、

の
天諒

天
至

、無道
払支

万
ス

)
 
歳八

考
け
か
や
道よ

し、

寺高放台

と
郎

ポ
lと

十
来家

八郎
屋
問
紙・

て
)すlζ

 (
 

者儒
下
極
l上度出
乙

つ
ン

対し
.

 一を決断暫く
糾幕吏を

よ
て
し

ょ
に

り
の

で
を

の
で

し
て
ド

名
、._./

と
も
ひ

を
・

と
老

侵
条

下
有

あ
て

い
を
、

l11
-L1 

句
司
F

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）



5 

〔
四
月
十
六
日

1
五
月
十
一
日
〕
、
姉
小
路
公
知

暗
殺
犯
人
の
検
挙
〔
五
月
二
十
八
日
〕
、
三
奉
行

よ
り
閣
老
に
差
し
出
し
た
上
書
お
よ
び
小
笠
原
閣

老
よ
り
三
奉
行
へ
再
議
を
命
じ
た
書
面
〔
五
月
六

日
〕
、
朝
廷
よ
り
御
附
武
家
小
栗
長
門
守
を
以
て

関
東
へ
仰
せ
遣
わ
さ
れ
た
御
沙
汰
書
〔
六
月
十
三

日
〕
、
朝
廷
よ
り
松
平
肥
後
守
へ
仰
せ
出
さ
れ
た

御
沙
汰
書
〔
六
月
二
十
五
日
〕
、
朝
廷
よ
り
一
橋

中
納
言
へ
の
達
書
〔
六
月
二
十
五
日
〕
な
ど
で
、

と
く
に
朝
幕
関
係
の
も
の
が
目
立
っ
て
い
る
。

ま
た
緊
迫
し
た
対
外
関
係
に
つ
い
て
は
、
イ
ギ

リ
ス
の
薩
摩
藩
に
対
す
る
責
任
追
及
と
賠
償
要
求

お
よ
び
そ
れ
に
応
じ
な
い
場
合
大
坂
湾
に
押
し
入

り
艦
船
を
奪
い
さ
ら
に
江
戸
表
を
焼
き
払
う
と
の

飛
脚
書
翰
〔
三
月
九
日
〕
、
援
夷
詔
奉
載
の
大
目

付
御
触
〔
三
月
十
九
日
〕
、
五
月
十
日
を
期
す
援

夷
令
(
牧
野
備
前
守
渡
し
)
、
長
州
藩
の
五
月
十

日
の
援
夷
決
行
報
告
〔
五
月
十
九
日
〕
、
阿
州
藩

に
対
す
る
授
賞
(
淡
州
由
良
浦
に
お
け
る
海
防
態

勢
)
〔
五
月
末
日
〕
、
五
月
二
十
三
日
フ
ラ
ン
ス

船
舶
へ
の
長
州
藩
の
接
夷
決
行
報
告
〔
六
月
二

日
〕
、
同
月
二
十
六
日
異
国
船
へ
の
長
州
藩
の
打

払
い
決
行
報
告
〔
六
月
二
日
〕
、
六
月
一
日
よ
り

上

文
久
三
年
の
張
紙
等
に
み
る
尊
援
派
の
動
向

五
日
ま
で
の
長
州
藩
と
英
仏
艦
隊
と
の
戦
闘
情
況

報
告
〔
六
月
五
日
〕
、
オ
ラ
ン
ダ
渡
航
者
(
文
久

二
年
九
月
長
崎
出
航
)
か
ら
の
情
況
報
告
の
書
翰

〔
四
月
二
十
三
日
付
〕
、
薩
英
戦
争
の
経
過
報
告

〔
七
月
十
一
日
〕
な
ど
の
ほ
か
、
外
圧
へ
の
防
衛

態
勢
の
強
化
を
め
ざ
す
数
々
の
幕
閣
の
達
書
が
収

め
ら
れ
て
い
る
。

註

①
立
札
に
罪
状
を
し
る
す
文
頭
に
、
逆
賊
・
足
利

尊
氏
同
義
詮
義
満
と
し
、
「
正
名
分
の
A
寸
日
ニ

当
り
鎌
倉
以
来
の
逆
臣
一
々
遂
吟
味
可
処
訣
裁
の

処
、
此
三
践
巨
魁
た
る
に
依
り
先
其
醜
像
江
加
天

談
者
也
」
と
な
ん
ら
は
ば
か
る
と
こ
ろ
な
く
厳
し

く
糾
弾
し
て
い
る
。

②
召
捕
え
ら
れ
た
十
二
名
を
次
の
と
お
り
列
挙
し

て
い
る
。
な
お
こ
れ
ら
に
は
変
名
や
誤
名
が
あ
る

よ
う
で
あ
る
。

〈
勇
太
)

建
部
建
一
郎
・
三
輪
田
綱
一
郎
・
宮
和
田
雄
一
郎

.
諮
問
節
斎
・
青
柳
健
丸
・
長
沢
真
事
・
高
松
十

(

砂

降

〉

(

串

山

由

一

〉

輔
・
仙
石
左
多
雄
・
長
尾
郁
三
郎
・
大
場
恭
平
・

小
森
久
二
郎
・
野
村
友
兵
衛

③
石
清
水
行
幸
の
さ
い
、
将
軍
家
茂
は
風
邪
と
称

し
て
急
に
随
行
を
中
止
し
た
。
ま
た
徳
川
慶
勝
も

供
奉
し
な
か
っ
た
が
、
将
軍
の
名
代
と
し
て
随
行

し
た
一
橋
慶
喜
も
、
八
憾
に
入
っ
て
か
ら
所
労
と

称
し
て
参
宮
し
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
将
軍
以
下

の
仮
病
と
い
う
風
評
が
生
じ
、
尊
援
派
を
激
田
却
さ

せ
た
。

④
薩
摩
・
会
津
両
審
の
公
武
合
体
派
を
中
心
に
朝

廷
内
部
の
軍
事
ク
ー
デ
タ
ー
を
は
か
り
、
文
久
三

年
八
月
十
八
日
未
明
両
藩
兵
が
宮
門
警
聞
に
あ
た

る
中
で
、
中
川
宮
、
近
衛
忠
照
・
忠
一
房
一
ら
合
体
派

の
公
卿
の
み
を
参
内
さ
せ
て
、
朝
議
を
一
変
さ
せ

過
激
な
擦
夷
は
天
皇
の
意
志
で
な
い
こ
と
を
声

明
、
そ
の
結
果
長
州
藩
兵
は
御
所
警
備
の
任
を
解

か
れ
て
京
都
を
追
わ
れ
、
三
条
実
美
・
壬
生
基
修

ら
尊
擦
派
の
公
卿
七
人
が
長
州
へ
逃
走
し
た
事
件

で
あ
る
。

張
紙
等
に
み
る
尊
撞
派
の
動
き

次
に
尊
援
派
に
よ
る
天
誌
や
威
嚇
・
脅
迫
な
ど

の
過
激
な
動
向
を
示
す
も
の
と
し
て
、
「
文
久
三

年
・
張
紙
等
一
覧
表
」
の
と
お
り
、
前
述
の
「
足

利
将
軍
木
像
泉
首
事
件
」
を
含
め
、
計
十
四
件
の

張
紙
や
機
文
等
が
数
え
ら
れ
る
。
そ
ζ

で
こ
れ
ら

の
記
録
の
う
ち
、
と
く
に
注
目
す
べ
き
内
容
を
指

摘
し
た
い
。

ま
ず
天
誌
に
よ
る
桑
首
の
件
で
は
、
正
月
十
二
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張
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る
尊
援
派
の
動
向

6 

日
夜
江
戸
の
新
橋
外
御
用
屋
敷
塀
際
に
さ
ら
さ
れ

た
宇
野
八
郎
(
永
井
飛
騨
守
配
下
)
の
罪
状
〔
史

料
I
〕
に
つ
き
、
板
札
に
「
年
来
有
志
の
徒
ニ
交

り
事
実
探
索
い
た
し
姦
吏
共
-
一
内
通
せ
し
め
数
多

誠
志
の
士
を
害
ひ
た
る
段
」
は
全
く
許
せ
な
い
大

罪
で
あ
る
と
き
め
つ
け
て
い
る
。
ま
た
五
月
二
十

日
京
都
の
三
条
大
橋
上
の
方
河
原
に
泉
首
さ
れ
た

家
里
真
太
郎
(
儒
者
と
称
し
上
木
を
業
と
す
)
に

添
え
ら
れ
た
書
付
〔
史
料

9
〕
に
「
幕
府
の
吏
人

♀
開
〉

ニ
内
通
シ
名
教
を
奈
り
正
議
を
敗
り
公
武
離
間
ニ

計
を
廻
ら
し
候
段
不
届
ニ
て
」
、
お
の
ず
か
ら
天

款
を
招
く
も
の
で
あ
る
と
し
る
し
て
い
る
。
以
上

の
二
件
と
も
、
尊
壌
派
の
諸
情
報
を
幕
吏
に
内
通

し
た
こ
と
が
尊
壌
激
徒
の
恨
み
を
買
っ
た
わ
け
で

あ
る
。次

に
四
月
十
日
江
戸
両
国
広
小
路
で
、
三
十

七
、
八
歳
と
二
十
八
歳
位
の
首
二
つ
が
さ
ら
さ
れ

た
が
、
立
札
に
は
、
「
此
も
の
義
報
国
有
志
の
名

儀
を
飾
り
市
中
を
さ
わ
が
し
領
食
金
財
を
責
り
人

心
を
動
乱
致
候
段
、
不
届
の
至
り
に
付
泉
ニ
行
も

の
也
」
〔
史
料
4
〕
と
訴
え
て
い
る
。
乙
れ
は
明

ら
か
に
尊
擾
運
動
の
高
揚
に
乗
じ
、
活
動
資
金
を

名
と
し
て
商
家
や
庶
民
か
ら
金
銭
、
財
物
を
強
奪

す
る
な
ど
悪
徳
を
は
た
ら
く
、
い
わ
ゆ
る
「
偽
勤

•• 
王
徒
」
の
存
在
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
将
軍
・
幕
吏
・
佐
幕
派
お
よ
び
公
武

合
体
派
の
大
名
を
厳
し
く
非
難
し
、
や
む
を
得
ざ

る
と
き
は
あ
え
て
天
珠
を
加
え
る
と
脅
や
か
す
の

に
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

三
月
二
十
九
日
江
戸
日
本
橋
に
掲
げ
ら
れ
た

「
決
死
之
者
共
」
に
よ
り
勘
定
奉
行
小
栗
豊
後
守
忠

順
は
じ
め
幕
吏
を
糾
弾
す
る
張
紙
〔
史
料

3
〕、

四
月
十
七
日
朝
京
都
三
条
大
橋
西
詰
南
側
高
札
場

に
出
さ
れ
た
将
軍
家
茂
・
一
橋
慶
喜
ら
の
勅
命
尊

奉
が
は
な
は
だ
不
十
分
だ
と
き
め
つ
け
る
張
文

〔
史
料

6
〕
(
と
く
に
四
月
十
一
日
の
壌
夷
祈
願

の
石
清
水
神
社
行
幸
の
さ
い
将
軍
が
随
行
し
な
か

っ
た
の
は
仮
病
だ
と
し
、
ま
た
慶
喜
が
山
の
下
に

と
ど
ま
り
参
拝
し
な
か
っ
た
こ
と
を
厳
し
く
非

難
)
、
五
月
十
七
旦
尽
都
河
原
町
彦
根
藩
邸
門
扉

に
張
ら
れ
た
彦
根
藩
主
の
上
洛
に
強
く
反
対
す
る

抗
議
文
〔
史
料
8
〕
が
あ
る
。

ま
た
五
月
十
二
日
夜
新
両
替
町
四
丁
目
中
程
明

地
板
塀
に
出
さ
れ
た
イ
ギ
リ
ス
の
償
金
要
求
に
屈

す
る
幕
府
首
脳
部
を
弾
劾
す
る
鳥
山
九
郎
秋
蔵
の

張
紙
〔
史
料
7
〕
で
は
、
悲
憤
懐
慨
の
担
割
句
、
文

皇大国の忠士・鳥山九郎秋蔵の天諒張紙
( ~文久 3 亥雑記』所収)

尾
に
「
今
吾
切
歯
痛
憤
の
余
り
此
書
を
張
置
て
天

下
有
志
の
諸
侯
英
雄
義
胆
の
忠
士
に
普
く
観
せ
し

め
、
異
日
我
兵
黛
を
率
ひ
来
り
、
水
戸
中
納
言
老

申
以
下
此
度
国
辱
を
取
計
し
者
共
の
首
を
切
肉
を

喰
て
此
所
に
曝
し
て
天
神
地
祇
の
震
怒
を
慰
ん
と

す
る
の
み
」
と
結
ん
で
い
る
。

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）



一
方
尊
援
派
の
う
ち
で
も
、
尊
壌
の
意
を
体
し

た
政
治
路
線
を
幕
府
に
対
し
て
穏
便
に
要
求
す
る

立
場
、
つ
ま
り
「
尊
援
穏
健
派
」
の
存
在
が
指
摘

さ
れ
る
が
、
そ
の
代
表
的
な
も
の
が
八
月
六
日
江

戸
日
本
橋
真
中
欄
干
に
掲
げ
ら
れ
た
張
紙
〔
史
料

日
〕
に
み
ら
れ
る
。
こ
れ
は
『
文
久
雑
記
』
が
収

め
る
諸
記
録
の
う
ち
で
最
も
長
文
の
も
の
で
あ

ヲ

G

。ま
ず
幕
威
が
地
に
お
ち
た
の
も
、
将
軍
を
補
佐

す
る
良
臣
が
な
い
た
め
だ
と
し
、
「
万
一
改
過
の

御
改
政
の
成
行
上
、
天
朝
を
奉
始
、
下
回
海
万
民

ニ
至
ル
迄
皇
国
一
体
の
幸
ニ
候
問
、
憤
然
思
召
被

為
立
様
奉
願
候
」
と
、
幕
府
が
自
ら
厳
し
く
反
省

す
べ
き
持
項
を
七
つ
の
条
文
に
わ
た
り
詳
細
に
論

じ
て
い
る
。

そ
の
う
ち
第
三
条
に
は
、
外
圧
に
屈
し
、
さ
ら

に
外
国
勢
力
の
援
助
で
幕
権
の
立
て
直
し
を
は
か

る
一
部
幕
閣
要
人
の
買
弁
的
な
企
図
を
い
み
じ
く

も
看
破
し
た
興
味
深
い
内
容
が
み
ら
れ
る
の
で
、

次
に
そ
の
全
文
を
紹
介
す
る
。

7 

天
朝
よ
り
当
春
頻
ニ
将
軍
家
御
召
被
遊
候
ハ
、

永
ク
将
軍
家
を
京
師
ニ
止
メ
人
質
問
様
ニ
致
さ

ー
、
、
ご
、
J

一!、，‘リ苅

-

一

一
1

i

'

1

l

'

-
f
i
J
'
J
-
j
f

よ

F
A
、
ノ
?
什
川

1
バリ

i

J

j

，
l
 

ん
と
言
ニ
ハ
あ
ら
す
、
将
軍
家
も
未
タ
御
初
年

の
御
事
故
、
関
東
の
為
在
候
て
ハ
、
又
井
伊
・

安
藤
如
き
も
の
出
て
、
御
不
義
に
陥
り
奉
り
、

事
物
ニ
寄
て
ハ
無
拠
御
場
合
-
一
及
ひ
、
公
武
御

手
切
ニ
も
相
成
侯
様
の
儀
出
来
候
て
ハ
、
実
ニ

天
下
動
乱
の
基
ト
深
ク
思
召
被
為
計
候
よ
り
、

関
東
御
下
向
の
御
殿
も
不
被
仰
出
候
処
、
右
等

の
情
実
を
不
奉
弁
、
小
栗
豊
後
守
の
如
き
猛
智

を
以
醜
夷
に
な
ら
ひ
歩
兵
を
募
り
金
鼓
を
鳴
ら

し
京
師
へ
押
入
次
第
ニ
よ
り
て
ハ
鳳
闘
へ
銃
丸

を
打
込
候
て
も
将
軍
家
を
奪
ひ
返
し
可
申
杯
と

ハ
、
如
何
成
事
そ
や
、
又
小
笠
原
図
書
東
下
の

瑚
ハ
英
夷
拒
絶
の
任
を
被
蒙
、
水
野
筑
後
守
等

の
為
に
被
欺
外
有
志
の
識
を
も
不
願
、
断
然
と

し
て
償
金
を
遣
し
是
又
己
の
身
の
所
置
ニ
困

り
、
同
類
の
好
物
並
歩
兵
を
引
連
軍
艦
-
一
乗
し

京
師
へ
逼
り
、
先
ツ
小
栗
の
策
ニ
出
ん
と
す
。

是
何
等
の
所
為
成
哉
、
実
以
言
語
同
断
不
届
と

も
可
申
様
な
し
。
巳
ニ
図
書
頭
以
下
の
者
速
ニ

厳
科
ニ
可
被
処
旨
御
沙
汰
も
御
座
候
を
、
彼
を

罪
す
る
時
ハ
同
類
の
物
輩
自
定
の
罪
難
遁
を
恐

れ
、
又
は
倭
弁
を
以
君
を
惑
し
奉
行
未
た
御
暇

も
無
之
ニ
、
無
二
無
三
ニ
還
御
を
な
し
奉
る
に

よ
り
果
し
て
其
責
至
る
、
何
の
御
申
訳
有
之

哉
。
又
或
ハ
外
夷
の
力
を
借
て
薩
長
を
征
せ
ん

と
議
す
る
者
有
之
、
是
実
-
一
禽
獣
-
一
サ
へ
も
劣

り
し
了
簡
と
申
へ
し
。
先
篤
と
勘
考
し
て
見
ら

れ
よ
、
薩
長
も
ア
メ
リ
カ
又
イ
ギ
リ
ス
に
で
も

無
之
、
矢
張
日
本
の
地
な
り
。
日
本
の
地
な
ら

ハ
是
同
し
親
子
の
こ
と
手
足
の
如
し
。
夫
を
欺

き
若
万
一
彼
二
ヶ
国
を
外
夷
討
取
押
領
し
て
返

さ
す
ん
ハ
、
其
時
何
等
の
所
置
を
な
さ
ん
と
す

る
や
、
可
悲
の
至
な
り
。
薩
長
の
如
き
ハ
少
し

幕
命
を
奉
せ
さ
る
に
似
た
り
と
い
へ
と
も
、
外

夷
実
初
渡
来
の
翻
よ
り
、
頻
に
建
白
致
し
就
中

薩
長
に
於
て
ハ
、
御
上
洛
の
瑚
ま
て
、
為
幕
府

周
旋
致
す
と
い
へ
と
も
、
幕
府
の
廟
議
更
ニ
勤

王
の
御
志
な
し
。
武
道
の
本
意
を
失
す
る
の
ミ

な
ら
す
、
第
て
皇
国
の
御
国
体
を
過
り
候
故
、

事
麦
に
至
る
。
然
る
を
我
非
を
ハ
正
さ
す
し
て

薩
長
の
ミ
悪
む
ハ
是
諺
ニ
目
、
盗
す
る
子
を
悪

ま
て
縄
遣
る
人
を
恨
の
類
欺
、
臣
等
の
深
く
恐

る
る
処
、
薩
長
に
も
あ
ら
す
、
諸
侯
に
も
あ
ら

す
、
唯
々
幕
府
の
人
望
を
御
失
ひ
被
遊
侯
有

之
、
君
罪
を
臣
ニ
得
た
る
ハ
千
載
不
可
耐
と
申

如
し
。
天
下
万
民
ニ
被
見
放
候
て
ハ
、
如
何
様

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）



上

文
久
三
年
の
張
紙
等
に
み
る
尊
援
派
の
動
向
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と
も
救
方
有
之
間
敷
、
此
段
御
賢
察
有
之
度

事。以
上
の
条
文
で
最
も
注
目
さ
れ
る
の
は
、
外
国

勢
力
の
援
助
に
よ
り
尊
擦
運
動
を
圧
服
し
よ
う
と

す
る
一
部
幕
閣
主
脳
部
の
態
度
を
厳
し
く
批
判
し

た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
さ
い
小
栗
忠
順
や
小
笠
原

長
行
(
老
中
格
)
の
非
難
す
べ
き
具
体
的
行
動
を

指
摘
す
る
が
、
と
く
に
小
笠
原
の
率
兵
西
上
事
件

に
つ
い
て
は
、
イ
ギ
リ
ス
よ
り
借
入
れ
た
汽
船
二

隻
を
ふ
く
む
五
隻
に
よ
り
歩
・
騎
合
わ
せ
て
約
一

六
O
O人
が
出
動
す
る
と
い
う
大
が
か
り
な
も
の

②
 

で
あ
っ
た
。
乙
れ
は
尊
援
派
打
倒
の
ク
ー
デ
タ
ー

計
画
と
ま
で
み
ら
れ
る
ほ
ど
で
あ
る
が
、
果
し
て

彼
に
そ
の
意
図
が
あ
っ
た
か
ど
う
か
は
別
と
し

て
、
外
国
勢
力
の
援
助
を
求
め
て
の
出
兵
で
あ
る

・

・

・

③

だ
け
に
、
そ
の
買
弁
的
性
格
は
明
白
で
あ
る
。

こ
う
し
た
問
題
点
を
、
「
外
夷
の
力
を
借
て
薩

長
を
征
せ
ん
と
議
す
る
者
乙
れ
あ
り
」
と
厳
し
く

指
摘
し
た
と
ζ

ろ
に
注
目
し
た
い
。
し
か
も
幕
府

が
旧
態
然
と
し
て
「
天
下
万
民
ニ
見
放
さ
れ
候
て

ハ
、
如
何
様
と
も
救
方
ζ

れ
あ
る
ま
じ
く
」
と
、

国
民
的
支
持
を
得
る
よ
う
幕
府
要
路
者
の
覚
せ
い

を
真
剣
に
促
す
の
で
あ
る
。
要
す
る
に
以
上
の
主

張
は
、
前
述
の
尊
擦
激
派
と
は
タ
イ
プ
を
異
に
す

る
尊
嬢
穏
健
派
の
動
向
を
明
確
に
示
す
も
の
で
あ

ヲ

Q

。と
こ
ろ
で
「
八
月
十
八
日
の
政
変
」
は
、
京
都

か
ら
尊
援
激
派
の
勢
力
を
一
旦
退
潮
さ
せ
、
そ
の

後
暫
く
は
薩
摩
・
会
津
両
藩
を
中
心
と
す
る
雄
藩

連
合
の
公
武
合
体
派
勢
力
が
支
配
的
と
な
っ
た

が
、
乙
の
時
期
に
な
る
と
、
『
文
久
雑
記
』
で
は

江
戸
の
貿
易
商
・
問
屋
商
人
等
に
対
す
る
手
厳
し

い
天
誌
の
威
嚇
が
注
目
を
ひ
く
。

十
月
江
戸
赤
羽
根
橋
の
張
紙
〔
史
料
臼
〕
で

は
、
「
義
旗
頭
領
」
の
名
で
大
内
左
近
太
郎
ほ
か

六
人
が
「
江
戸
中
の
諸
人
江
」
と
し
て
、
「
老

中
・
市
中
廻
り
・
交
易
致
し
町
人
」
の
三
者
が
最

も
悪
徳
人
で
あ
り
、
援
夷
前
に
こ
れ
ら
国
賊
を
す

べ
て
諒
裁
す
る
か
ら
江
戸
の
老
若
婦
児
子
の
罪
な

き
も
の
は
速
か
に
避
難
し
て
天
誌
の
巻
き
添
え
を

食
わ
な
い
よ
う
に
と
警
告
し
た
の
で
あ
る
。

ま
た
同
月
二
十
四
日
朝
六
時
頃
神
田
旅
寵
町
一

丁
目
際
木
戸
板
の
張
紙
〔
史
料
問
〕
で
は
、
「
報

国
義
士
」
の
名
で
、
「
市
中
問
屋
・
仲
買
商
人
共

」
に
対
し
て
、
諸
物
価
の
引
下
げ
を
強
く
要
望
し

て
い
る
。
と
く
に
絹
糸
・
呉
服
・
紙
・
泊
・
塩
・

炭
薪
の
取
扱
い
商
人
が
対
象
と
な
る
が
、
そ
の
本

文
は
、
「
右
品
此
節
別
て
高
価
ニ
相
成
、
諸
人
難

溢
致
候
ニ
付
、
我
黛
上
方
筋
問
屋
其
外
夫
々
天
珠

を
加
へ
、
彼
地
の
者
行
届
候
ニ
付
此
度
嘗
表
へ
下

り
先
達
て
張
置
候
処
未
タ
引
下
ケ
ス
、
依
之
我
々

天
に
替
り
追
々
買
様
の
上
不
時
ニ
押
込
天
款
を
加

ル
候
問
、
銘
々
可
首
洗
置
も
の
也
」
と
な
っ
て
い

ヲ@。
実
は
前
年
の
文
久
二
年
夏
か
ら
年
末
に
か
け

て
、
京
都
、
大
坂
を
中
心
に
貿
易
商
・
米
穀
商
・

両
替
商
・
高
利
貸
等
の
不
正
利
得
を
糾
弾
す
る
張

紙
・
徴
文
が
さ
か
ん
に
行
な
わ
れ
て
い
る
。
そ
の

結
果
こ
れ
ら
の
商
人
を
お
び
や
か
し
、
米
価
は
じ

め
諸
物
価
の
引
下
げ
に
か
な
り
の
威
力
を
発
揮
し

た
も
の
と
い
え
る
。

そ
の
よ
う
な
事
情
は
、
『
文
久
二
成
雑
記
』

@
 

(
松
平
文
庫
)
が
収
録
す
る
同
年
九
月
九
日
夜
京

都
三
条
大
橋
の
張
札
に
も
み
ら
れ
る
。
つ
ま
り

「
今
度
薩
長
の
御
両
侯
遠
路
の
処
上
京
被
致
、
官

武
御
取
締
り
も
追
々
被
仰
山
山
、
当
年
は
米
穀
も
下

直
に
相
成
、
愈
世
柄
も
立
直
り
、
諸
民
高
歳
を
唱

ふ
の
時
に
当
て
、
〔
後
略
〕
」
と
し
る
す
一
例
か

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）



⑤
 

ら
も
容
易
に
う
か
が
わ
れ
る
。

文
久
二
年
の
張
紙
等
に
つ
い
て
は
稿
を
改
め
た

い
が
、
要
す
る
に
文
久
三
年
に
な
る
と
悪
徳
商
人

に
対
す
る
天
訴
の
張
紙
が
ほ
と
ん
ど
姿
を
消
し
、

佐
幕
派
・
公
武
合
体
派
へ
の
糾
弾
が
中
心
と
な

る
。
そ
れ
が
「
八
且
十
八
日
の
政
変
」
で
、
尊
援

派
勢
力
が
京
都
か
ら
締
め
出
さ
れ
る
と
、
そ
の
一

部
は
勢
い
江
戸
に
重
点
を
指
向
し
た
乙
と
が
考
え

ら
れ
る
。
し
か
も
こ
の
さ
い
、
江
戸
庶
民
層
の
歓

心
を
買
い
そ
の
支
持
を
得
る
た
め
に
も
、
か
れ
ら

が
最
も
渇
望
す
る
物
価
引
下
げ
を
訴
え
る
天
訣
策

に
躍
起
に
な
っ
た
と
み
て
よ
い
。
い
わ
ば
都
市
民

工
作
に
視
点
を
す
え
、
庶
民
と
の
結
び
付
き
を
策

••••• 
す
る
「
尊
援
救
民
派
」
と
も
呼
べ
る
タ
イ
プ
の
動

向
が
注
目
さ
れ
る
わ
け
で
あ
る
。
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註

③
第
一
条
で
は
、
将
軍
は
天
朝
を
尊
ぴ
「
公
武
御

一
和
の
上
断
然
征
夷
の
御
職
掌
尽
さ
れ
侯
様
」
と

切
々
と
訴
え
て
お
り
、
公
武
合
体
の
政
治
路
線
を

肯
定
し
て
い
る
点
に
注
目
し
た
い
。

②
「
小
笠
原
図
書
頭
殿
御
上
京
始
末
」
〈
『
宮
武

通
紀
』
〔
第
一
〕
五
七

O
頁
)

③
石
井
孝
「
幕
末
に
お
け
る
半
植
民
地
型
政
策
の

上

文
久
三
年
の
張
紙
等
に
み
る
尊
援
派
の
動
向

企
図
」
(
『
歴
史
学
研
究
』
二
五
二
号
)

④
『
文
久
二
成
雑
記
』
(
松
平
文
庫
)
〔
福
井
県

立
図
書
館
蔵
〕
は
、
『
文
久
三
亥
雑
記
』
と
同
じ

体
裁
の
も
の
で
、
幕
政
お
よ
び
対
外
関
係
に
つ
い

て
の
令
達
、
報
告
や
諸
情
報
、
そ
れ
に
京
都
・
江

戸
に
お
け
る
尊
援
派
の
動
向
や
そ
れ
に
関
連
す
る

張
紙
・
機
文
な
ど
丹
念
に
記
録
し
て
い
る
。
巻
末

に
は
、
や
は
り
「
河
合
蔵
」
と
し
る
さ
れ
て
い

句ゐ。

⑤
張
札
の
内
容
は
、
「
両
替
商
ど
も
の
心
得
違
い

か
ら
不
当
に
金
銀
相
場
を
狂
わ
せ
て
い
る
が
、

速
か
に
仲
間
と
自
・
合
わ
せ
て
銭
相
場
を
引
下
げ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
申
渡
し
に
従
わ
な
い
も

の
は
、
用
捨
な
く
差
押
え
川
原
で
誌
裁
を
加
え

る
」
と
あ
り
、
尊
援
救
民
派
の
考
え
方
を
明
示
し

て
い
る
。

四

尊
棲
派
の
類
型
的
把
握

『
文
久
雑
記
』
が
収
録
す
る
張
紙
・
機
文
等
の

内
容
か
ら
、
文
久
三
年
に
お
け
る
尊
援
派
の
動
向

を
分
析
す
る
と
、
次
の
四
つ
の
類
型
に
大
別
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

什
尊
嬢
激
派
(
将
軍
・
幕
吏
・
佐
幕
派
・
公

武
合
体
派
に
対
決
を
い
ど
み
、
目
的
貫
徹
の

た
め
に
は
「
天
諒
」
の
テ
ロ
を
も
あ
え
て
辞

せ
な
い
)

口
尊
嬢
穏
健
派
(
尊
壌
の
意
を
体
し
た
政
治

路
線
を
要
求
し
、
公
武
一
和
・
外
国
勢
力
の

援
助
反
対
・
国
論
統
一
を
も
視
野
に
お
さ
め

る
)

同
尊
援
救
民
派
(
悪
徳
な
貿
易
商
・
両
替
商

-
特
権
商
人
を
糾
弾
し
、
民
衆
生
活
の
安

定
、
救
済
を
は
か
る
)

同
偽
勤
王
徒
(
国
事
周
旋
の
た
め
と
称
し
て

商
家
や
庶
民
か
ら
金
品
を
強
奪
す
る
)

そ
と
で
こ
れ
ら
四
つ
の
類
型
別
に
、
「
文
久
三
一

年
・
張
紙
等
一
覧
表
」
掲
載
の
史
料
番
号
に
よ
り

整
理
す
る
と
、
ハ
円
尊
擦
激
派
で
は
〔
史
料
〕

1
・

2
・
3
・
6
・
7
・
8
・
9
・
四
・
臼
の
九
件
、

同
尊
擾
穏
健
派
で
は
〔
史
料
〕

5
・
日
の
二
件
、

同
尊
接
救
民
派
が
〔
史
料
〕
臼
・

m
-
Hの
三

件
、
岡
偽
勤
王
徒
が
〔
史
料
〕

4
の
一
件
と
な

フ
Q

。以
上
の
件
数
か
ら
み
て
も
、
文
久
三
年
の
段
階

で
と
く
に
主
流
と
な
る
の
は
、
長
州
藩
の
力
を
背

景
と
す
る
尊
援
激
派
で
あ
り
、
か
れ
ら
の
「
天

訴
」
に
よ
る
テ
ロ
活
動
や
張
紙
・
撒
文
な
ど
に
よ
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る
威
嚇
や
脅
迫
に
は
、
幕
府
側
と
し
て
全
く
手
を

焼
い
た
の
で
あ
る
。
乙
の
点
『
文
久
雑
記
』
に

も
、
幕
府
の
手
厳
し
い
取
締
り
状
況
を
示
す
も
の

に
、
目
付
あ
て
の
「
銘
々
人
数
差
出
し
昼
夜
ニ
限

ら
ず
、
御
府
内
見
廻
り
狼
藷
見
掛
次
第
用
捨
な
く

召
捕
り
、
時
宜
ニ
よ
り
打
果
候
て
も
苦
し
か
ら

ず
」
と
の
達
書
〔
四
月
四
日
〕
や
「
東
武
よ
り
の

来
状
」
〔
四
月
十
五
日
〕
に
は
、
江
一
戸
に
お
け
る

不
て
い
浪
人
の
一
斉
取
締
り
検
挙
の
具
体
的
な
情

報
を
伝
え
て
い
る
。

し
か
し
ま
す
ま
す
し
烈
化
す
る
尊
援
激
派
の
策

動
は
、
完
全
に
朝
議
を
拘
束
し
、
幕
閣
に
嬢
夷
期
日

の
決
定
を
せ
ま
ら
せ
て
、
つ
い
に
こ
れ
を
実
現
さ

せ
る
威
力
ま
で
発
揮
し
た
。
こ
う
し
て
ま
っ
し
ぐ

ら
に
擾
夷
の
徹
底
と
体
制
破
壊
を
め
ざ
し
た
が
、

そ
こ
に
は
幕
藩
制
秩
序
と
は
質
的
に
異
な
る
政
治

原
理
を
創
造
す
る
よ
う
な
建
設
的
な
方
向
規
定
性

を
欠
ぎ
、
「
天
詠
」
に
よ
る
非
合
理
的
、
熱
狂
的

な
路
線
を
突
っ
走
っ
た
の
で
あ
る
。

一
方
尊
援
穏
健
派
が
「
公
武
一
和
」
の
政
治
路

線
を
も
一
応
視
野
に
お
さ
め
て
国
論
統
一
を
真
剣

に
志
向
し
、
し
か
も
外
国
勢
力
の
救
援
を
期
待
す

る
買
弁
的
外
交
策
に
真
向
か
ら
対
決
す
る
考
え
方

は
、
否
定
的
に
で
は
あ
れ
「
援
夷
」
の
行
動
の
な

か
に
列
強
資
本
主
義
に
よ
る
日
本
の
半
植
民
地
化

の
危
機
へ
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
課
題
を
、
国
民
的
に

①
 

醸
成
さ
せ
る
役
割
を
は
た
し
た
も
の
と
い
え
よ

う
。
し
か
し
文
久
三
年
前
期
の
時
点
で
は
、
荒
れ

狂
う
尊
援
激
派
の
勢
力
の
た
め
に
、
全
く
圧
倒
さ

れ
た
格
好
で
あ
っ
た
。

ま
た
庶
民
層
の
支
持
を
求
め
さ
ら
に
は
結
合
・

同
盟
ま
で
意
識
し
た
尊
擾
救
民
派
の
活
動
は
、
三

年
前
期
に
は
み
る
べ
き
も
の
が
な
か
っ
た
が
、
後

期
に
至
り
と
く
に
江
戸
に
お
い
て
活
発
化
し
た
の

は
大
い
に
注
目
さ
れ
る
。
し
か
し
そ
の
本
質
は
、

「
天
諒
組
の
乱
」
や
「
生
野
の
変
」
に
も
み
ら
れ

②

-

-

-

-

-

-

る
と
お
り
、
民
衆
に
対
す
る
封
建
的
欺
踊
性
を
多

分
に
包
蔵
し
て
い
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。

な
お
悪
徳
な
「
偽
勤
王
徒
」
に
つ
い
て
は
、
張

紙
等
の
記
録
に
は
ほ
と
ん
ど
露
呈
し
な
い
が
、
幕

府
側
の
禁
令
や
達
書
な
ど
か
ら
案
外
跳
り
ょ
う
し

て
い
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
し
か
も
か
れ
ら

の
暗
躍
が
社
会
不
安
を
激
化
さ
せ
、
尊
援
運
動
そ

の
も
の
が
と
か
く
民
衆
の
不
信
を
買
う
要
因
と
な

っ
た
こ
と
も
見
の
が
せ
な
い
。

註

①
芝
原
拓
自
「
反
幕
諸
勢
力
の
性
格
」
(
岩
波
講

座
『
臼
本
歴
史
』

H
・
近
代
1
一
九
九
頁
)

ま
た
奈
良
本
辰
也
氏
(
「
幕
末
・
維
新
を
中
心

と
す
る
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
形
成
と
そ
の
展
開
」

ハ
『
明
治
維
新
論
』
徳
間
書
庖
刊
・
所
収
〕
)
が
尊

援
運
動
の
特
質
を
、
民
族
的
統
一
国
家
の
樹
立
を

め
ざ
す
運
動
に
求
め
た
乙
と
は
、
そ
の
積
極
的
意

義
を
高
く
評
価
し
た
も
の
と
し
て
注
目
し
た
い
。

②
大
和
天
諒
組
と
但
馬
生
野
の
挙
兵
は
、
尊
擦
派

と
農
民
と
の
関
係
に
つ
き
共
通
し
た
数
々
の
問
題

点
を
は
ら
ん
で
い
る
。

前
者
に
つ
い
て
は
、
幕
領
の
五
条
代
官
所
襲
撃

の
理
由
の
一
つ
に
「
収
数
の
罪
も
-
少
か
ら
ず
」
と

し
、
近
辺
の
庄
屋
・
村
役
人
に
対
し
て
当
年
年
貢

半
減
を
触
れ
た
。
し
か
し
農
民
の
封
建
身
分
制
の

ワ
ク
内
で
の
一
時
的
な
利
欲
に
訴
え
て
支
持
を
求

め
た
格
好
で
、
農
民
層
の
本
来
的
要
求
に
立
脚
し

た
も
の
で
は
な
く
、
間
も
な
く
か
れ
ら
か
ら
見
離

さ
れ
る
結
果
に
終
っ
た
。
後
者
も
年
貢
減
免
・
苗

字
帯
万
御
免
な
ど
で
農
兵
を
募
っ
た
が
、
幕
軍
の

追
討
に
会
う
や
農
民
は
離
散
し
逆
に
敗
走
す
る
志

士
を
攻
撃
し
た
。
農
民
の
一
時
的
な
歓
心
を
買
う

論
理
で
は
、
真
の
同
盟
者
と
な
し
得
な
い
と
と
を

明
示
し
た
も
の
と
い
え
る
。
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文
久
三
年
に
お
い
て
最
も
し
烈
化
し
た
尊
擦
派

の
動
向
を
、
『
文
久
三
亥
雑
記
』
が
収
録
す
る
張

紙
等
の
内
容
に
よ
り
検
討
し
た
結
果
、
尊
嬢
激

派
、
尊
擾
穏
健
派
、
尊
嬢
救
民
派
、
偽
勤
王
徒
の

四
つ
の
類
型
に
分
類
で
き
る
が
、
同
年
の
前
半
で

は
尊
援
激
派
の
勢
力
が
他
派
に
比
べ
て
圧
倒
的
に

強
大
な
力
を
振
っ
た
と
み
て
よ
い
。
そ
の
た
め
佐

幕
派
や
公
武
合
体
派
と
の
連
け
い
も
可
能
と
み
ら

れ
る
尊
嬢
穏
健
派
は
極
め
て
影
の
う
す
い
存
在
で

あ
っ
た
。
ま
た
文
久
二
年
後
半
期
に
目
立
っ
た
尊

援
救
民
派
の
活
動
が
三
年
に
な
っ
て
す
っ
か
り
後

退
し
た
の
は
、
一
面
尊
擾
運
動
が
も
っ
ぱ
ら
体
制

破
壊
の
政
治
的
な
策
略
に
懸
命
と
な
り
、
民
衆
へ

の
積
極
的
な
働

d
を
忘
れ
去
っ
た
ζ

と
を
物
語
る

も
の
と
い
え
よ
う
。
そ
の
こ
と
が
庶
民
層
か
ら
遊

離
し
か
れ
ら
の
支
持
が
得
ら
れ
ず
に
、
「
八
月
十

八
日
の
政
変
」
の
公
武
合
体
派
の
猛
反
撃
に
よ
り

意
外
に
あ
っ
け
な
く
京
都
か
ら
締
め
出
さ
れ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
点
民
衆
の
支
持
の
う
え

に
立
ち
得
な
か
っ
た
尊
援
激
派
の
限
界
が
は
っ
き

り
う
か
が
わ
れ
る
。

一上

文
久
三
年
の
張
紙
等
に
み
る
尊
援
派
の
動
向 従

っ
て
周
年
秋
に
な
っ
て
江
戸
で
尊
援
救
民
派

の
活
動
が
再
燃
す
る
の
は
、
一
つ
は
京
都
で
の
尊

擾
激
派
の
失
敗
に
対
す
る
自
己
批
判
に
よ
る
と
み

る
こ
と
も
で
き
よ
う
。

と
と
ろ
で
越
前
藩
で
は
、
文
久
三
年
五
月
か
ら

七
月
に
か
け
て
、
一
藩
を
挙
げ
て
京
都
に
進
出
す

る
「
挙
藩
上
洛
計
商
」
を
画
策
し
て
い
た
。

ζ

の

大
が
か
り
な
計
画
を
進
め
た
の
は
、
横
井
小
楠
が

主
導
す
る
藩
内
改
草
派
で
、
春
獄
・
藩
主
茂
昭
を

先
頭
に
押
し
立
て
藩
の
大
半
の
軍
事
力
を
動
員
し

て
上
洛
し
よ
う
と
す
る
慈
政
は
じ
ま
っ
て
以
来
の

画
期
的
な
出
来
事
で
あ
っ
的
。
そ
の
め
ざ
す
と
乙

ろ
は
、
当
時
の
緊
迫
し
た
内
憂
外
患
の
情
勢
下

で
、
同
藩
で
は
挙
藩
上
洛
に
よ
り
京
畿
を
防
衛

し
、
「
天
詠
」
な
ど
に
よ
り
社
会
不
安
に
落
し
入

れ
る
尊
援
激
派
を
制
圧
し
て
京
都
の
治
安
を
確
保

し
た
う
え
で
、
朝
廷
や
在
京
の
将
軍
、
雄
藩
諸
大

••• 

名
に
対
し
て
、
国
論
統
一
に
よ
る
早
急
な
事
態
の

収
拾
を
建
言
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

し
か
も
そ
の
さ
い
小
楠
が
明
言
し
た
と
お
り
、

は
じ
め
か
ら
ク
ー
デ
タ
ー
方
式
で
尊
援
派
を
排
除

••• 

す
る
の
で
は
な
く
、
「
暴
論
家
」
(
注
、
尊
援
派

を
指
す
)
ま
で
加
え
た
討
議
の
場
を
つ
く
り
、
道

理
に
従
い
あ
く
ま
で
一
派
に
一
備
し
な
い
「
公
議
」

に
よ
り
国
論
を
定
め
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

『
文
久
雑
記
』
に
は
、
具
体
的
な
出
動
態
勢

ゃ
、
現
実
的
な
作
戦
上
の
数
々
の
問
題
点
を
指
摘

@
 

す
る
記
録
を
収
め
る
が
、
五
月
下
旬
に
上
洛
の
藩

議
が
一
旦
確
定
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
後

慎
重
論
が
対
立
し
て
計
画
自
体
が
行
き
悩
み
、
と

く
に
将
軍
の
東
帰
と
、
幕
府
か
ら
の
藩
主
の
参
勤

要
請
に
よ
り
、
つ
い
に
七
月
下
旬
に
至
り
藩
主
の

江
戸
へ
の
参
府
を
決
め
、
そ
れ
と
と
も
に
上
洛
計

画
は
取
り
や
め
沙
汰
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
計
画
は
、
京
都
の
尊
棲
激
徒
に
は
意
外
な

反
響
を
呼
び
、
春
獄
・
茂
昭
の
上
洛
の
さ
い
の
宿

舎
に
あ
て
る
た
め
借
り
入
れ
て
い
た
高
台
寺
が
七

月
二
十
七
日
に
焼
か
れ
、
さ
ら
に
四
条
御
旅
所
に

「
高
台
寺
好
僧
共
朝
敵
の
寄
宿
指
許
不
屈
至
極
ニ

付
、
放
神
火
焼
捨
畢
、
向
後
右
様
の
者
於
有
之

は
、
同
罪
可
諒
者
也
」
(
前
掲
『
一
覧
表
』
の

〔
史
料
叩
〕
)
と
の
張
紙
が
掲
げ
ら
れ
る
有
様
で

あ
っ
た
。
こ
れ
は
単
に
京
都
ば
か
り
で
な
く
、
越

前
か
ら
の
上
洛
の
通
路
と
な
る
西
近
江
路
に
、
京

都
学
習
院
の
名
に
託
し
て
宿
場
ご
と
の
問
屋
に
人

@
 

馬
継
立
て
の
禁
止
状
を
廻
わ
す
と
い
う
始
末
で
、
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こ
う
し
た
極
め
て
不
穏
な
情
勢
の
も
と
で
は
、
藩

公
父
子
が
素
手
で
上
洛
し
安
心
し
て
滞
京
で
き
る

よ
う
な
も
の
で
な
か
っ
た
と
み
て
よ
い
。

要
す
る
に
越
前
藩
が
挙
藩
上
洛
計
画
を
進
め
る

に
当
た
り
、
京
都
・
大
坂
・
江
戸
は
じ
め
西
南
雄

藩
を
中
心
に
、
当
時
の
内
外
政
治
情
勢
に
つ
い
て

の
諸
情
報
・
記
録
を
懸
命
に
収
集
し
た
も
の
と
思

考
さ
れ
、
と
く
に
越
前
藩
の
公
武
合
体
路
線
と
真

向
か
ら
対
立
す
る
尊
援
派
の
動
向
に
視
点
を
す

え
、
京
都
、
江
戸
に
お
け
る
張
紙
・
激
文
等
に
至

る
ま
で
丹
念
に
探
索
し
た
も
の
と
み
て
よ
い
。
こ

の
点
『
文
久
三
亥
雑
記
』
は
幕
末
の
越
前
藩
の
積

極
的
な
情
報
収
集
活
動
の
一
端
を
明
示
す
る
も
の

と
し
て
大
い
に
注
目
さ
れ
る
と
乙
ろ
で
あ
る
。

註

①
遠
山
茂
樹
氏
(
『
明
治
維
新
』
岩
波
金
書
二
一

八
)
は
、
尊
擦
運
動
を
封
建
的
反
動
と
規
定
し
、

民
衆
と
の
結
び
つ
き
を
否
定
し
た
が
、
開
港
と
貿

易
が
問
屋
制
家
内
工
業
と
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア

の
発
展
を
助
長
し
な
が
ら
、
一
方
で
は
小
農
民
、

都
市
民
に
は
、
は
げ
し
い
物
価
高
騰
、
農
業
と
家

内
手
工
業
の
強
行
的
分
離
な
ど
に
よ
り
破
壊
的
に

作
用
し
た
乙
と
は
、
尊
援
派
と
し
て
一
般
庶
民
層

の
支
持
を
獲
得
す
る
基
盤
を
十
分
持
っ
て
い
た
と

み
る
べ
き
で
あ
る
。

②
拙
稿
「
越
前
落
の
挙
藩
上
洛
計
画
に
つ
い
て
!

横
井
小
楠
の
論
策
を
中
心
に
|
」
(
福
井
県
郷
土

誌
懇
談
会
編
『
若
越
郷
土
研
究
』
汀
の
1
、
昭
C

・
1
)
に
お
い
て
、
越
前
藩
の
挙
藩
上
洛
計
画
の

展
開
過
程
を
、
藩
内
改
革
派
コ

l
ス
、
就
中
横
井

小
楠
の
論
策
を
中
心
に
検
討
し
、
そ
の
計
画
が
挫

折
し
た
事
情
や
当
時
の
政
局
に
与
え
た
波
紋
等
に

つ
い
て
も
追
究
し
た
。

③
『
文
久
三
亥
雑
記
』
に
は
、
芸
州
・
有
馬
両
藩

よ
り
越
前
に
探
索
し
、
越
前
藩
の
堤
五
市
郎
、
海

福
雪
、
近
藤
亮
助
の
三
名
花
面
会
し
て
得
た
情
報

(
文
久
三
年
七
月
五
日
)
を
収
録
す
る
が
、
そ
れ

に
よ
る
と
出
陣
の
次
第
は
、
五
隊
に
わ
か
れ
、
一

番
手
、
本
多
飛
騨
(
注
、
家
老
)
二
番
手
、
松
平

主
馬
(
注
、
家
老
)
三
番
手
、
当
侯
(
注
、
茂
昭

)
四
番
手
、
老
侯
(
注
、
春
獄
)
五
番
手
、
岡
部

左
膳
(
注
、
家
老
)
・
酒
井
十
之
丞
(
注
、
側
用

人
)
の
名
列
が
あ
げ
ら
れ
、
挙
藩
的
な
出
動
態
勢

を
と
っ
た
と
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

ま
た
「
演
説
の
覚
」
の
な
か
で
は
、
京
都
に
お
け

る
薩
長
擾
夷
派
の
迎
撃
を
想
定
し
、
地
形
の
得
失

か
ら
み
て
、
わ
が
本
陣
を
比
叡
山
に
置
き
、
一
軍

を
伏
見
に
駐
屯
、
一
軍
を
伏
見
・
叡
山
の
間
に
配

置
、
各
軍
千
名
と
し
計
三
千
の
軍
兵
が
必
要
犯

が
、
こ
の
計
画
は
「
急
く
へ
き
御
議
に
テ
は
御
座

あ
る
間
敷
く
」
、
十
分
慎
重
な
態
度
で
「
全
勝
の

策
」
を
講
ず
べ
き
だ
と
真
剣
に
訴
え
て
い
る
。

④
『
今
津
宿
場
文
書
』
に
よ
れ
ば
、
「
亥
八
月
六

日
暮
六
ツ
時
、
従
京
都
宿
々
問
屋
中
江
」
と
し

て
、
「
今
般
朝
敵
松
平
春
獄
上
京
い
た
す
趣
相

問
、
不
届
至
極
に
候
、
右
に
付
、
越
前
道
中
に
於

て
、
春
獄
同
類
の
者
止
宿
は
勿
論
、
人
馬
継
立
等

致
候
に
於
て
は
、
忽
可
加
天
設
問
、
其
旨
乾
度
、

相
心
得
可
申
候
様
被
仰
付
候
事
」
と
い
う
手
厳
し

い
布
令
書
が
み
ら
れ
る
。
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